
研究課題名
人工知能（artificial intelligence、AI）による小腸カプセル内視鏡検査画像診断
システムの構築

所属(診療科等) 長崎みなとメディカルセンター　消化器内科

研究責任者(職名) 本田　徹郎（医長）

研究期間 2019年11月12日～2021年3月31日

研究目的と意義

【研究の意義】
カプセル内視鏡検査は小腸疾患の診断に有用な検査です。しかし、カプセル内視鏡検
査から得られる膨大な画像から小腸疾患を正確に診断することは難しく大きな課題に
なっています。近年、進化が著しい人工知能（artificial intelligence、AI）は優
れた画像認識能力を持ち、臨床医学へ応用されることが期待されております。これま
でに大腸ポリープや胃炎の診断については研究が行われ、診断精度が高いことが報告
されております。しかし、小腸疾患については十分な研究は行われていませんでし
た。そこで東京大学大学院情報理工学系研究科と共同で小腸疾患の診断のための自動
画像診断システムを開発することになりました。開発した自動画像診断システムに
よって小腸疾患の診断精度を向上することができるのではないかと考えられます。
【研究の目的】
AIを使用した小腸カプセル内視鏡検査画像診断システムを構築します。

●対象となる患者さん

2009年4月～2019年7月の間に当院ならびに共同研究機関で小腸疾患に対して小腸カプ
セル内視鏡検査を受けた患者さん。

●利用する情報

利用可能な最大数のデータをAIの学習、評価に用いるため、研究期間内に行われた全
ての小腸カプセル内視鏡検査動画・静止画像を利用する。

●研究方法

この研究は、多施設後ろ向き観察研究であり、「人を対象とする医学系研究に関する
倫理指針」に則り、東京大学医学部倫理委員会の承認を受け、東京大学医学部附属病
院ならびに共同研究機関の許可を受けて実施するものです。これまでの診療で行った
小腸カプセル内視鏡検査画像のデータを収集して行う研究です。特に患者さんに新た
にご負担いただくことはありません。
【共同研究機関】
研究機関
東京大学大学院情報理工学系研究科原田達也教授
担当業務AIによる自動画像診断システムの構築

大阪大学医学部附属病院消化器内科林義人助教
石川県立中央病院消化器内科土山寿志部長
小樽掖済会病院消化器内科勝木伸一消化器病センター長
札幌センチュリー病院消化器内科藤田朋紀部長
市立豊中病院消化器内科西田勉部長
斗南病院消化器内科住吉徹哉科長
福井県立病院消化器内科波佐谷兼慶医長
長崎みなとメディカルセンター消化器内科本田徹郎医長
周東総合病院消化器内科清時秀副部長
金沢大学医学部附属病院消化器内科北村和哉病院臨床准教授
千葉大学病院消化器内科松村倫明助教

岡山大学病院消化器内科川野誠司助教

担当業務データ収集・匿名化

　所属：長崎みなとメディカルセンター　研究開発センター

　住所：長崎市新地町６番３９号

　電話：095（822）3251

　受付時間：月～金　9:00～17：00（土日祝日を除く）

研究内容

問い合わせ先



研究課題名 「胃癌AI診断の精度向上」のための研究（多施設後ろ向き観察研究）

所属(診療科等) 長崎みなとメディカルセンター　消化器内科

研究責任者(職名) 本田　徹郎（医長）

研究期間 2019年11月12日～2023年3月31日

研究目的と意義

日本消化器内視鏡学会では、いまだに罹患者数、死亡者数の多い胃癌の発見率の向
上、および、治療方針を決定する質的診断能の向上を目指して、人工知能
（Artificial intelligence: AI）を用いた、胃癌の内視鏡自動診断システムの開発
を行う研究を行っております。

●対象となる患者さん

2009年4月～2019年8月までに、各参加施設で上部消化管内視鏡検査により胃癌と診断
をうけた20歳以上の患者さんを対象にしております。この研究は、内視鏡検査で実際
の診療で施行された画像および、それに付随する検査・病理報告書に記載された内容
を用いて行われますので、該当する患者さんの現在・未来の診療内容には全く影響を
与えませんし、不利益を受けることもありません。

●利用する情報

内視鏡画像ならびに病理情報

●研究方法

本研究計画では通常内視鏡診断におけるコンピューター診断支援システムcomputer-
aided diagnosis（CAD）を完成させ、胃癌の内視鏡切除適応を決めるうえで必要な、
病変サイズ（病変範囲）・組織型・深達度・潰瘍瘢痕の有無、などの正確な診断が可
能なAIの開発を行う。

　所属：長崎みなとメディカルセンター　研究開発センター

　住所：長崎市新地町６番３９号

　電話：095（822）3251

　受付時間：月～金　9:00～17：00（土日祝日を除く）

研究内容

問い合わせ先



研究課題名 消化器内視鏡に関連した偶発症の全国調査

所属(診療科等) 長崎みなとメディカルセンター　消化器内科

研究責任者(職名) 本田　徹郎（医長）

研究期間 2019年11月12日～2021年12月31日

研究目的と意義

「消化器内視鏡に関連した偶発症の全国調査」では、発生した偶発症については、調
査期間を短く任意設定した前方視的調査、ならびに、重症事例調査として、任意に設
定した調査期間の３年以内に起こった重症事例を後方視的に調査し、従来の調査に比
して、より実態に近い調査を施行する。

●対象となる患者さん

設定された調査期間中に実施された消化器内視鏡検査・治療全例

●利用する情報

消化器内視鏡（観察・生検・治療）発生した偶発症。出血（輸血もしくは入院を必要
としたもの）、穿孔、抜去困難など様々な偶発症がある。

消化器内視鏡検査・治療の全件数および発生した偶発症件数を調べます。さらに、偶
発症が発生した症例については、別のケースカードに施設名、年齢、性、偶発症の詳
細について記載しますが、個人を特定する情報（名前、ID、住所など）は記載しませ
ん。ケースカードは研究責任医師が厳重に管理して、施設外には個人情報の持ち出し
は行いません。

　所属：長崎みなとメディカルセンター　研究開発センター

　住所：長崎市新地町６番３９号

　電話：095（822）3251

　受付時間：月～金　9:00～17：00（土日祝日を除く）

研究内容

問い合わせ先



研究課題名
DPCデータベースを用いた、消化管疾患の短期成績・長期予後に関する
多施設共同観察研究

所属(診療科等)  長崎みなとメディカルセンター　消化器内科

研究責任者(職名)  本田　徹郎（医長）

研究期間 2019年12月13日 ～ 2024年9月30日

研究目的と意義

本研究の目的は、診療報酬の包括評価制度（DPC）データを用いて、消化管疾患にて
入院診療された患者さんの状態や治療がどのように転帰に影響するのかを明らかにす
ることです。

●対象となる患者さん

2014年1月から2023年12月の間、消化管疾患にて当院や共同研究施設で診療が行われ
た患者さんです。

【共同研究施設】
東京大学医学部附属病院 消化器内科、石川県立中央病院 消化器内科、
市立豊中病院 消化器内科、福井県立病院 消化器内科、
周東総合病院 消化器内科

●利用する情報

診断名、年齢、性別、手術名、手術術式（内視鏡を用いた処置も含まれます）、
使用薬剤、臨床転帰（再入院、死亡）

●研究方法

当院を含む共同研究施設のDPCデータを集約し、消化管疾患で診療をうけた患者さん
がどのような経過をたどったかを統計的に調べます。具体的には患者さんの短期(30
日以内)及び長期(30日以降)の臨床転帰（再発、再入院、死亡）を調査します。研究
で収集したデータは、研究期間終了後5年間もしくは論文発表後3年間のどちらか遅い
方までの期間保存されます。保管期間後も研究で得られたデータは倫理委員会の承認
を経て二次利用される可能性があります。

　所属：長崎みなとメディカルセンター　研究開発センター

　住所：長崎市新地町６番３９号

　電話：095（822）3251

　受付時間：月～金　9:00～17：00（土日祝日を除く）

研究内容

問い合わせ先



研究課題名 切除不能進行肝細胞癌に対する化学療法の治療効果（多施設共同研究）

所属(診療科等) 長崎みなとメディカルセンター　消化器内科

研究責任者(職名) 市川　辰樹（主任診療部長）

研究期間 2020年8月17日　～　2026年12月31日

研究目的と意義 肝細胞癌の患者さんに対する化学療法の効果について検討します。

●対象となる患者さん

2009年1月1日～2024年12月31日の間に長崎大学病院を中心に、当院を含む共同研究施
設（佐世保市総合医療センター、佐世保中央病院、長崎医療センター、諫早総合病
院、長崎原爆病院、島原病院、柴田長庚堂病院、大分県立病院）において肝細胞癌に
対し化学療法を導入された患者さん

●利用する情報

患者基本情報：性別、年齢、身長、体重、血圧、圧力、体脂肪量、病歴、内服歴
・身体所見：肝性脳症有無、皮膚症状有無、浮腫有無
・治療内容：肝細胞癌の場合は切除術式、RFA時の治療対象病変詳細・使用針、
　　　　　　TACE/TAI時使用した薬剤、放射線照射線量・回数、全身化学療法薬剤
・血液学的検査：白血球数、赤血球数、血小板数
・血液生化学検査：総タンパク、アルブミン、AST、ALT、T.bil、D.bil、ALP、
　　　　　　　　　γGTP、空腹時血糖、HbA1c、NH3、BUN、Cre、eGFR、Na、
　　　　　　　　　ChE、レチノール結合タンパク質、トランスサイレチン、
　　　　　　　　　ヒアルロン酸、Ⅳ型コラーゲン、Ⅳ型コラーゲン/7S、M2BPGi、
　　　　　　　　　血清サイトカイン、AFP、PIVKA-Ⅱ、AFP-L3、TSH、FT4、FT3
・凝固系検査：PT、PT-INR
・尿検査：尿タンパク
・肝性脳症検査：NCT（Number connection test）
・画像検査：肝細胞癌サイズ、個数、脈管侵襲、リンパ節転移、遠隔転移、
　　　　　　L3レベル筋肉量・内臓脂肪量・皮下脂肪量、
　　　　　　非侵襲的肝線維化画像検索（VTTQ/Fibroscan）、
　　　　　　上部消化管内視鏡画像（食道胃静脈瘤評価）、骨塩定量検査
・病理検査：肝切除時病理診断、腫瘍生検時病理診断、胸腹水病理細胞診
・有害事象：手足症候群、高血圧症、倦怠感、食欲低下、下痢、浮腫
・肝疾患関連イベント：入院を要する難治性腹水貯留、肝性脳症、
　　　　　　　　　　　食道静脈瘤破裂、肝細胞癌破裂
・再発・予後：RECIST基準を用いた治療効果判定、生存・死亡の有無

●研究方法

上記の情報をカルテより収集し、下記について検討します。
癌の進行を抑えた生存期間（Progression free survival）とその要因、全生存期
間、肝予備能（肝臓の機能的評価）、薬剤に関連する副作用の有無、肝癌以外の肝臓
関連合併症の有無など。

　所属：長崎みなとメディカルセンター　研究開発センター

　住所：長崎市新地町６番３９号

　電話：095（822）3251

　受付時間：月～金　9:00～17：00（土日祝日を除く）

研究内容

問い合わせ先



研究課題名
人工知能（artificial intelligence、AI）による胃癌・大腸癌発生予測画像診断シ
ステムの構築

所属(診療科等) 長崎みなとメディカルセンター　消化器内科

研究責任者(職名) 本田　徹郎（医長）

研究期間 2020年12月22日～2024年3月31日

研究目的と意義

近年、進化が著しい人工知能は優れた画像認識能力を持ち、臨床医学へ応用されるこ
とが期待されております。そこで東京医科大学、東京大学大学院情報理工学系研究科
と癌発症の予測診断のための自動画像診断システムを開発することになりました。開
発した自動画像診断システムによって胃癌、大腸癌の発生予測診断精度を向上するこ
とができるのではないかと考えられます。

●対象となる患者さん

2006年4月～2019年4月の間に当院で上部、下部消化管内視鏡検査を受けた患者さん。ただし、
17歳以下の患者さんは含みません。

●利用する情報

性別、年齢、上部・下部消化管内視鏡検査所見、病理所見

●研究方法

本研究計画では通常内視鏡で撮影された病変の静止画の特徴をAIに学習させた後に疾
患画像とそれと比較して疾患に至らない正常画像をAIに学習させます。静止画像の学
習で作成したAIにこれまでに行った内視鏡検査画像を読影させ病変の感度、特異度を
評価するものです。

　所属：長崎みなとメディカルセンター　研究開発センター

　住所：長崎市新地町６番３９号

　電話：095（822）3251

　受付時間：月～金　9:00～17：00（土日祝日を除く）

研究内容

問い合わせ先



研究課題名 当院における肝細胞癌に対する内科治療の検討

所属(診療科等) 長崎みなとメディカルセンター　消化器内科

研究責任者(職名) 市川　辰樹（主任診療部長）

研究期間 2020年12月22日～2024年12月31日

研究目的と意義

肝細胞癌に対する治療は、新たな知見と薬剤の治療により改善されている一方で、外
科手術においても再発率が高く長期生存の得にくい癌です。当院では肝細胞癌に対す
る治療をより良くするため、肝細胞癌に対する治療において、①全治療経過、②局所
療法（内科で実施するラジオ波焼灼療法など）、③薬物療法（抗癌剤など）の３つに
注目し、下記の情報を元に診療に対する研究のデータベース作成及び治療成績の把握
を行います。

●対象となる患者さん

当院で肝細胞癌と初めて診断された患者さん

●利用する情報

患者イニシャル、年齢、性別、身長、体重、合併症、既往歴、肝炎治療歴、
肝癌治療歴など
・治療内容、内服薬情報
・画像情報（CT、MRI、超音波検査、内視鏡検査など）
・肝癌の病期（ステージ）、肝硬変の重症度（Child-Pugh分類など）
・血液学的検査：白血球数、赤血球数、ヘモグロビン、血小板数
・血液生化学検査：総タンパク、アルブミン、AST、ALT、LDH、ALP、γGTP、T-bil、
　　　　　　　　　D-bil、血糖、総コレステロール、中性脂肪、LDL、HDL、尿酸、
　　　　　　　　　CK、Na、K、Cl、BUN、Cre、AFP、PIVKA-2、NH3、CRP、M2BPGi
・凝固検査：PT
・ウイルス学的検査：HBC、HCVなど

●研究方法

上記の情報をカルテより収集し、下記について検討します。
①当院における肝細胞癌患者の全治療経過の検討
②当院における肝細胞癌に対する局所療法の成績および治療上の工夫
③当院における肝細胞癌に対する薬物療法の治療成績

　所属：長崎みなとメディカルセンター　研究開発センター

　住所：長崎市新地町６番３９号

　電話：095（822）3251

　受付時間：月～金　9:00～17：00（土日祝日を除く）

研究内容

問い合わせ先



研究課題名 肝性骨症の研究

所属(診療科等) 長崎みなとメディカルセンター　消化器内科

研究責任者(職名) 市川　辰樹（主任診療部長）

研究期間 2021年8月2日　～　2026年6月30日

研究目的と意義

肝疾患と骨粗鬆症の関連が欧米では指摘されており、日本でもその評価が必要で
す。骨粗鬆症と肝疾患の関係が分かれば、肝の治療が骨にも有効なことがわかり
ます

●対象となる患者さん

承認日から2025年12月31日の間、肝疾患で当院通院中の患者さん

●利用する情報

肝疾患の病名、生活習慣病の病名、年齢、肝疾患の病歴、性別、身長、体重、握
力、骨粗鬆症で定期的に行われている骨塩定量検査、受診のさいに行われている
採血検査(AST、ALT、血小板、アルブミン、Cr、CysC、LDL、HDL、TG、血清カルシ
ウム、リン)、検尿

●研究方法

骨塩量と採血データ、検尿のデータ、残った血清で、筋関連蛋白(フォリスタチ
ン、ミオスタチン)の測定、肝疾患の病名、治療歴、性別、年齢との関連を検討し
ます

　所属：長崎みなとメディカルセンター　研究開発センター

　住所：長崎市新地町６番３９号

　電話：095（822）3251

　受付時間：月～金　9:00～17：00（土日祝日を除く）

研究内容

問い合わせ先



研究課題名 B 型慢性肝炎の核酸アナログ治療でみられる薬剤低反応性症例に関連する因子の検討

所属(診療科等) 長崎みなとメディカルセンター　研究開発センター消化器病態学研究グループ

研究責任者(職名) 中野　雄介（研究員）

研究期間 2021年10月21日～2024年3月31日

研究目的と意義

B型慢性肝炎に対する核酸アナログ治療を受けている患者さんにおいて治療効果と関
連のある因子について検討します。本研究により、将来、核酸アナログ治療の方針を
考慮する上で重要な知見が得られることが期待できます。

●対象となる患者さん

当院にて2009年 4月 1日～2021年 5月31日の間にB型慢性肝炎と診断され核酸アナロ
グ治療を受けた患者さん

●利用する情報

・患者背景：診断名、年齢、性別、身長、体重、合併症、既往歴、肝炎治療歴、肝癌
治療歴、肝生検病理所見、内服薬情報、肝不全症状の有無
・血液学的検査：白血球数、赤血球数、ヘモグロビン、血小板数
・血液生化学検査：総タンパク、アルブミン、AST, ALT, LDH, ALP, γ-GTP, T-bil,
D-bil, 血糖、総コレステロール、中性脂肪、LDH, HDL, 尿酸、CK,Na, K, Cl, BUN,
Cre, AFP, PIVKA-2, NH3, CRP, M2BpGi
・ウイルス学的検査：HBV, HCV, HIV, HTLV-1, HBV塩基配列, HBV抗原・抗体量
（HBs, HBe, HBc）,薬剤耐性変異

●研究方法

上記の情報をカルテより収集し、下記について検討します。
・核酸アナログ製剤（ラミブジン、アデホビル、エンテカビル、テノホビル）の服用
前後における、肝機能、血中ウイルス量、ウイルス遺伝子配列、ウイルス抗原・抗体
量など

また診断で用いた血清の余りを用いて、HBVの遺伝子配列の解析を行います。
HBVの遺伝子情報のみを取り扱うため、ヒトゲノム情報といった患者さん個人の遺伝
情報を取り扱うことはありません。

　所属：長崎みなとメディカルセンター　研究開発センター

　住所：長崎市新地町６番３９号

　電話：095（822）3251

　受付時間：月～金　9:00～17：00（土日祝日を除く）

研究内容

問い合わせ先



研究課題名
B型肝炎の治療に向けたB型肝炎ウイルスに対する抗ウイルス抑制因子APOBEC3の影響
についての検討

所属(診療科等) 長崎みなとメディカルセンター　研究開発センター消化器病態学研究グループ

研究責任者(職名) 中野　雄介（研究員）

研究期間 2022年1月20日～2024年3月31日

研究目的と意義

本研究の目的は、臨床検体を用いてヒトが発現する抗ウイルス抑制因子APOBEC3
（A3）がB型肝炎ウイルス（HBV）に与える影響を明らかにすることです。培養細胞な
どを用いた研究ではA3によるHBV増殖抑制機能が示唆されていますが、HBV感染患者さ
んの中でA3がどの程度の機能を発揮しているのかは分かっていません。臨床でのHBV
とA3の関係が解明できれば、A3の抗ウイルス抑制機能を用いたB型慢性肝炎の新たな
治療法の考案に繋がると考えています。

●対象となる患者さん

2014年4月1日から2019年11月30日までに、当院においてB型慢性肝炎と診断され、か
つ診断目的で採取された残余血清が2回以上保存されている患者さん

●利用する情報

・患者背景：診断名, 年齢, 性別, 身長, 体重, 合併症, 既往歴, 肝炎治療歴, 肝癌
治療歴, 肝生検病理所見, 内服薬情報, 肝不全症状の有無

・内服薬情報（薬剤名、用法用量、服薬期間）
・ウイルス学的検査：HBV/HCV/HIV/HTLV-1感染歴,HBV-DNA量, HBVゲノム配列

●研究方法

上記の情報をカルテより収集し、下記について検討します。
・時系列のHBVゲノム配列解読及びそれらの比較によるA3由来の変異蓄積の検討
・HBVゲノム中に蓄積しているA3由来の変異が、ウイルスのどの遺伝子領域に蓄積
し、さらにその変異蓄積によりどのような影響をウイルスに与えているのかを検討
・患者背景、治療内容、ウイルス学的検査の情報より、A3由来の変異蓄積に差異があ
るのかを検討

本研究では診断で用いた血清の余りを用いてHBVの遺伝子情報の解析を行います。そ
の解析の際は、HBVの遺伝子配列のみを取り扱いますので、ヒトゲノム情報といった
患者さん個人の遺伝情報を取り扱うことはありません。

　所属：長崎みなとメディカルセンター　研究開発センター

　住所：長崎市新地町６番３９号

　電話：095（822）3251

　受付時間：月～金　9:00～17：00（土日祝日を除く）

研究内容

問い合わせ先
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C 型肝炎患者の IFN-free DAA 治療によるウイルス排除後長期経過の解析 

（多機関共同研究） 

 

本研究では、国が定めた倫理指針に基づき、対象となる患者さん、お一人ずつから直

接、研究参加の同意を得るかわりに、研究の目的を含む研究の実施についての情報を

公開し、患者さんがご自身の情報の利用について拒否できる機会を保障しています。 

 

研究のためにご自身の情報が使用されることを望まれない方は「お問い合わせ先」へ

ご連絡ください。 

情報利用の拒否を申し出ても不利益を受けることはありません。 

ただし、お問い合わせの時期や取り扱う情報によっては申し出に対応できない場合が

ございます。予めご了承ください。 

 

1、研究の目的と意義 

 2014 年 9 月から、C 型肝炎ウイルスに対し、Direct-acting Antivirals（DAA）

製剤が本邦でも使用可能となり（IFN-free DAA 治療といいます）、多くの C 型慢性

肝疾患（慢性肝炎・肝硬変）の患者さんで C 型肝炎ウイルスの排除が可能となりまし

た。近年では､従来抗ウイルス治療自体が難しかった肝硬変に進展した患者さんに対し

ても IFN-free DAA 治療が行われ、高い治療効果を示しており、多くの患者さんが C

型肝炎ウイルスの排除に成功しています。 

一方で、C 型肝炎ウイルスが排除された患者さんにおいては､一般の人と比べると依

然として肝癌の発症率は高く、肝疾患が原因となる食道静脈瘤、腹水、肝性脳症など

の症状が改善しない患者さんも一部いることが近年報告されています。 

これら現況において、C 型慢性肝疾患の患者さんが IFN-free DAA 治療を行った後

の長期の治療後経過がどのように変化するかについてはこれまで不明です。本研究

は、IFN-free DAA 治療が行われた C 型慢性肝疾患患者を対象として、C 型肝炎ウイ

ルス排除後の長期的な治療後経過を明らかにすることを目的として計画されました。

本研究により、IFN-free DAA治療を行った患者さんをどのように診療していくべき

かの新たな診療の方向性を見いだし､実診療に役立つ成果が得られることが期待できま

す。 

  

2、対象となる患者さん 

以下①、②に該当する患者さんを対象として、研究を行います。 

① 年齢が 18 歳以上の患者さん 



 

 

② 2014 年 9 月 1日～2020 年 12 月 31日までに長崎大学病院、共同研究機関

において、IFN-free DAA 治療が行われた C 型慢性肝疾患（慢性肝炎・肝硬変）の患

者さん 

 

3、研究の方法 

長崎大学病院消化器内科、及び共同研究機関より、IFN-free DAA 治療が行われた

患者さんの情報をカルテ情報より抽出します。これら情報は長崎大学病院消化器内科

で統合し、IFN-free DAA 治療後の経過を追跡することにより、IFN-free DAA 治療

が行われた患者さん全体の平均的な治療後経過を明らかにします。加えて、治療開始

時から観察終了日の間の臨床情報や血液検査データなどの情報もカルテ情報より抽出

し、治療後経過に影響を与える要素についても明らかにします。 

本研究で集める情報は、これまでの通常診療で得られた情報のみです。この研究の対

象となることで、新たに情報を収集が収集される、あるいは追加の血液検査等により

検体を採取することはありません。 

  

4、研究に用いる情報 

・患者背景：年齢、性別、身長、体重、合併症、既往歴、肝炎治療歴、肝癌治療歴、

以前の肝生検病理所見、治療後経過情報 

・IFN-free DAA 治療内容、治療開始日、治療終了日、治療中止日 

・内服薬情報 

・肝不全症状（腹水、食道静脈瘤、肝性脳症）の有無 

・血液学的検査：白血球数、赤血球数、ヘモグロビン、血小板数 

・血液生化学検査：総タンパク、アルブミン、AST、ALT、LDH、ALP、γGTP、

T-bil、D-bil、血糖、総コレステロール、中性脂肪、LDL、HDL、尿酸、CK、Na、

K、Cl、BUN、Cre、AFP、PIVKA-2、NH3、CRP、M2BPGi 

・凝固検査：PT 

・ウイルス学的検査：HBV (HBsAg, HBeAg, HBeAb, HBcAb, HBVDNA)、HCV 

(HCV Ab, HCVRNA, HCV genotype)、HTLV-1(HTLV-1 Ab) 

 

本研究で利用する情報について詳しい内容をお知りになりたい方は下記の「お問い合

わせ先」までご連絡ください。  

 

5、研究期間 

研究機関長の許可日～2025 年 12 月 31 日 

 

6、情報の提供 



 

 

本研究で収集した情報は個人が特定できないように情報を加工した状態で、パスワー

ドをつけメールにて研究代表機関へ集められます。 

集められた情報は研究代表機関で提供を受けた情報を施錠される保管庫で速やかに保

管し、情報管理に努めます。 

  

7、個人情報の取り扱いについて 

本研究では研究対象者の個人情報保護について、適用される法令、条例を遵守して実

施します。 

対象となる患者さんの個人情報およびプライバシー保護に最大限の努力を払い、利用

する情報からは、お名前、住所など、直接同定できる個人情報は削除します。 

また、研究成果は学会や雑誌等で発表されますが、その際も個人を特定する情報は公

表しません。 

  

8、研究実施体制 

本研究は多機関共同研究です。 

研究代表機関を中心に、長崎県内、佐賀県内の約 14 の肝疾患診療機関で実施しま

す。 

≪研究代表機関／研究代表者≫ 

長崎大学病院 消化器内科／三馬 聡 

〒852‐8117 

長崎県 長崎市 坂本 1-7-1 

電話：095-819-7481 

 

≪当院における研究責任者≫ 

 長崎みなとメディカルセンター 消化器内科 市川 辰樹（副院長兼主任診療部長） 

 

詳しい研究機関についてお知りになりたい方は下記の「お問い合わせ先」までご連絡

ください。 

 

9、お問い合わせ先 

長崎みなとメディカルセンター 消化器内科 市川 辰樹（副院長兼主任診療部長） 

〒850-8555 

長崎県長崎市新地町 6-39 

電話：095-822-3251 

 

【ご意見、苦情に関する相談窓口】（臨床研究・診療内容に関するものは除く） 



 

 

相談窓口：患者相談窓口（患者総合支援センター）  

住所：長崎県長崎市新地町 6-39 電話：095-822-3251  

受付時間：月～金 8：45～17：00（祝・祭日を除く） 


